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やっと衛里の韓の各節L写ljまLr=｡さわやかITj:風に乗って､

席生滅で拝今年轟音常ぐ新r二に調査所rA級tこt (癌も､直乗

革の21奇観lこち壌私印ロえることと-課のr=とし､うニュースか紘

わってまい服しrlo終夜蘇儒豚ではkJ7tlL,>か一朝を新研紅

鍔翫王勧敵国画賛か-'iL骨傾RC呼Lて入-ています言付T立場

の落石潔弟､後年そo)Je琴くのオ々の漫転があって察Ti結LI-I

乱暴で弟絶てk一人の声しま叛く糾､もC7)ですか二帝と乳1

る妹夕恒首鼠の適｣才伺カ､れ射､という恕し､乞粁Tこにしてわ/)

ますoそして封∑_那-=碕されユいさ琴くC7)何題も･ノサーを東通の

予で車褐させてい?Tこいし熱わす図才いられませLo
Tiか息蘇俊の仏食材叫射0酎即＼ら東施これますoお恥捻

鶴首虜晩の鮎観政孝背部､紺餌食事務断簡轟息へo
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机頒斉･滑甲各号･紀東も干し払下tl入床汗机の)

みrSさん力fL気で7恥し)i:いよ各らL,くなり手Lr=れそれにしても私ta:全く

冴んまでlv｡というのも埠夜光棉軌てjV象印からですo j L tt言q潮五節から

.ですが今即玲郎よって鹿青吋勘こなっこしまいれr=C輯肝炎(王3年前に

でi3:,)軒転から順でフr=こしがあり･そL7)晦ま4ケ即まで温晩でヱiLにっJ9色
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cJ浄執丁､昨年の7日､御報岡野し足のつLT取)研鼠浦も薙Lvで仙一休rL+-い

ほとし-Jj-てし号いきLr=,胤こひい＼てヒッつも1州､rSL7れは卵､YtT/いし､拝

まっていてもじんじ-んこ重んtlくるレ乳Ot濃くr+執亨と痛み凍甘夏LTc :)⊂人後
壬､ふt'いえし

研y/乞牽軌,{たにし一骨噸繁藤寸蝶舟場いとい柑ヽ入綻原壷の緒皐すげ化の最

気そしT-Jo黄初は右足だけだっr=のですか､･う週廟をして定足も薄くri/)胡2回

に承って雨足a)手術もしまLr'.その帝の斡紗L'血衝動こなっr抑丁です｡整

砂場執潮して弓ケ仰ぎようとしてし即諾､附し

紬二手r=ステロイド勧守って芳舞してい網｡　　　　　.,,1

耐矩早く斉しr=いし､反面ス〒叫｢1オ糾閥℃ヌとーこか

の骨かでられるんじゃ尽日かこし､う不孝で自鋤件かt/(ラ

li､ラL-JJ:つてしまうんし､でないかとIC観です.こういう

年寄な御崎というの1才劫て気か大きくrJ:ってUyUT

って五泉1-Jjウf+L<て(才と鷹-てい舌右これからは自分

のできる範執刀ことと縛向きの誓勢でやつていヱT=い螺いま了C
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くrd･tくL滅伺

私は今､永見で入敵中ですつもう2 7剛こTS')賓が琴号でしばらくか､かるようで

す,現在回し湧軌てあと,i/人入院しています｡同じ､SL王です｡ 4人拝雇諸姉をし

ていr=方で輔車の方々に医学者なとも見ヒていr=Fl ＼て卑しく知･,てL lるよっですB

私も晃でてい口こいに07で守が零門司帝か-Ajく榊､林か簡静できません9もう1人

の永二増告ぐす｡ての方lこけ今手で､友の鋤1らいr-J乞い吊ノの乞食帝みせてあ17よ

しにV｡それで一生のことTiので入金し仁し､といってヱまLr=ので壕のう師を知うt

ておき乏しに. 7:SKJ瑞_ (こt,老いTql旦T=Mでy Lか＼r)いてつf'b:射ノしましにo I_礼

にいろいろな症状がぐる嵐こ榔とかちせている状格ですDこれもいrlしかたrJ:
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い二tlですITYLビtJrR 'そのうう2人ともク＼金する0､もLL,ほセ/V.その時ユよろ

し'1ち博しル之すo藷は麦')ますがー私ー今火力ここの痛熟こn -て帯しく知/)r=

し､こ軌1ま7レ畑土=/3後退軌/た橡の生為につL lて友の会のカ々の弼フを足やし､ろ

いう硲緋と'が勘')課しr:うと∵つや澱k,て下乱＼o揖J Llつまでt,絶えて･のん

U')と町とていらyl要せん｡良い和あ仰租Lr=いと放ていろ,綿で可｡よ

ろしくわ俺いします0　01しこ

三十二∴∴
キ第年･希美智子

市笥すいDサですや㌔訳かJ=カと泉持7嬢t 慣竃にな/MLL f紳サえ癖頻る乙､

畝蓬の病気tJま｢こ同じように考を出してきます仇お互いLこjf,7種人草にしてニ0)

希毛髪L/く過こしrこいtJのですね｡みもみ机下二まで呼称こうは絹k.5今年の糾,ら

つtこい,%都邑ごせそうですpいい惰気にうかれて.,3こ畑q-Jl三三r-iいわfrj.LTJ､

1/JlLL ､ていろ9)で了が､六書なみ線で心神lTるC7)もrおっくうで､ごこへも行01才ヨ夜

風寝付℃ころか4食亀卸すの各日ですL T7円に笠まy鳩子乾です/,/J,しよ,) 'Jtこ

れ1ふん声-灯｡7)ですr/､考えていろr:-Jlでt射弓の解犬にもすうrJL ､こ生T:,if'じ告し

まLTJ"もつわ､版･7)呼ではヒ7ヒクこ軌､ていて､動くr=t/に碩敵う繍7川まなん

て患ってい封〇 /71日　ごわで7)＼な春風こ勅､rLていにう.小と4年萌の今頃のこ

こを矧也しまL/r:=D Llつまでに-ても牽くなら机塀体､き勃執恥75ろん鞄職こ

後棒するここも不可能といわれ､針テ死さえも席えr=ことT+-とか次から次へと私＼

おごれ､そruこにべにウ今の空身音質のよ>)です和算の同臥R^#/IT疑義く見守

ってくれ浄まれてけ7-3/ほしにれイ抑鳩でi)生きようこす死lプ丁っT=ここか承か

っに乙だ一つています･今は生まれてくる手放7)T=夕日こそ')もり食べ､ TI･Lつと絶J

r=/)潔卿なご乞し｢こ/)しています｡ニ碑気でt/子吉梅をして山嵐L,ている八か窯LLI



なこ言ゴこ・べ９゛Ｊrｊ白水゛t４サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一

　

粕燧の瓦勧ヽ石目5日（印に浬但し匹平駱亭４や

今年函餅郡－/して収画や哲帛乙味しい催しも加ほ可．行阪口こ1

）

きわろゐ心７唇り八｀刄達レくヽレくぶｒぶ｀４？￥戸゛して乾ご尽力に７，
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呑1玲に卜り)刄会でT.知人や靴μ､の方にも叫び豹了で下ごいパ升rｃト
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河苧芙子こんうヽで励豺れましに。
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この紙にｰで芯介していrこだJいてｶヽう２耳迩くに7¥り４１び'.４月外

う和洋､に変/ﾉ裏した．政気乞も･つていても恂､さにいこいク鮒回心

の芦別尺行するにのにもｲｶさ繩けにい乙尽っていま影７、今リみ、

病気叫び可否までは聊刄隋帰さゼ:ら八７い乙瀋われ限けてい多不合

ごんヽ乖て気色つけて復帰ふでヽかんllつて下さい．私同貳､彼々へも

み´にんの励まし色お熹い筑レま了・
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勧∃ -一軒洛こ/U抑抗争診て摩､ I/ ,/シ-t/I/ち-たところ客車在宅(-tあい

Lr=D卵Ft r顔色楓､ク遜坪で加＼しくなった贈るから他碑こしてくれ

Y,Ll九の叩Qこん碩如机頒象れ-LjL,し､と楓､ま-qがこみ,jJ,

t'何か5) EJa:Lたカニ竣籍下さい｡

.支部餌鞠入lてついて -:-::: ,i: =-::--I : I-ミ

委細まけR5D円､ t年でEMLilで7t

松の方-72D円陣でも蒔こう叩｡ ,7年構って純終桓机い恥如

ろしくみ熟畷しますo瑚席則tlして直系鰯を軌7ていろ如免除にゲっ-

います｡韓しくは孝番号へお伺い合せ下こい｡
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秘　　抄今､私に乙っていちはんの苦痛苗視てすれ
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I,),･f-･･I.A,, :::I.仙‥さ∴∴‥言_∴.･　定.

群酵周ろう煤し津方栗採呪ここう･岬う回即で-朝粥こいウニ

こ七号･ i J用命右の31L-r:か読まり(=摘佃す3るこかまTo良く加瀬

勧噺はありまirA一爪繁盛鮒でt4轍度恥て,T切ること(邦､さ,g

LY7)tL/ようかJそれと･ハ牛,4t-茶にはむうでしょう畑

あこひとつ1才･敷島賂葛等都市での郷か′牌楓碑しての私有な席題顔

砂壌駅了･焚方て洩防鳩系と熱7ら八,il ､で桝で17)者蘇乙種L,てい毛

若者は79々いるここと足いますbそ統御＼触有畑方円もイ紺しては生

者上人jな触しこrJ-'')まれ秘てjuを入れ柳瀬でrfLとか,i_･ら恥でL

巧れ琴考手でに､着く5)q-って髄慮6･oIDR､軸を一緒強-(;･,DO札

tLtす.
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侈祈局帽先筰託で乖ヽ｀これ･l釦こころごん匂:=肪nj七4帑11

きこまだ:たﾉ.ハリ・恂凝吊砂ぢ尽と尨哨に場作ぴ)み6ヶ月向号ﾝ印吽日向ば

けい因につき旧c･円禰助さrしりｔﾌで寸．現庚には自乙債祖の額か人さく、反

の会も豺口している駒鳥浬では這1i対し種々の零求としてしはフバLな｀ん政ん４

号£ごらんFこい.墳珀施匁についても難知轄包ンター£建設て今よう秀れし

ています。ｙゐ｀、当面に埠功に遼絡といnごβけれ区守い膨白施設なぶやしn:い乙

惑いま１のてj｀及の今季務局か和病理へご一義Fさい。一碍洽こんひうのＲ便/ﾉぽ

吃の汐くの悪殉司共ぶrろ切実な訴えとな｀つています。私ぶﾅん７のヵで一夕

j

も字くこれうの向鳶色解衰さ･忙にいむのご弔そういう涯んらこの聊曳り｀りがいと

もってら斤ほ日の皿訃、、公に夕く(ｱ)力々か和叱医恭ヽ福似１政£剛にｾﾆま

しよｳ。
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いう1以βしの貯怜涯序しぞノこ二し£j7く

おわび数しlす。畢蔀局口ｙンバーりを方げｙリ

ごヽ仔調の劾励ヽjりっにｸヽヌ｡公私柘/叶･Lしい

ことりヽ唾びてこタレ呉刈艮河刀し弐し子=び今曰

にｙつ乙しまいました。とう￥ご了承くに｀ごい。
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